
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和五年度 

てるしの塾『 夏 期 講 習 会 』 

令和５年（２０２３年） 

９月１１日（月） 

 

八
月
十
四
日
（
月
）
か
ら
十
八
日
の
五
日
間
、伊
平
屋
村
て
る
し
の
塾
「
夏
期

講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。今
年
度
開
催
さ
れ
る
夏
期
講
習
の
ね
ら
い
は
、①
基
本

的
な
学
習
方
法
を
身
に
つ
け
る
。
②
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
学
習
で
生
徒
の
疑
問
を
解

決
し
、
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
。
③
発
展
問
題
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
生
徒
は
、応
用
・発
展
力
を
つ
け
る
。
と
し
、テ
ー
マ
を
「
や
れ
ば
で
き
る
」
を
掲
げ

て
い
る
。伊
平
屋
村
出
身
の
大
学
生
七
名
が
講
師
と
し
て
中
学
生
の
学
習
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
。
最
終
日
の
十
八
日
に
は
、
『
語
り
場
』
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
現

役
大
学
生
に
よ
る
講
話
も
行
わ
れ
た
。 

伊
平
屋
村
出
身
大
学
生
七
名
が 

中
学
生
の
講
師
と
し
て
学
習
指
導 

 

 

 

九
月
九
日
（
土
）、
伊
平
屋
村
産
業
連
携
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
五
回
伊
平
屋
村
し
ま

く
と
ぅ
ば
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
一
般
参
加
者
四
名
、
年
少
の
部
四
組
七
名
が
出
場

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
伊
平
屋
中
学
校
の1

年
生
全
員
に
よ
る
天
岩
戸
伝
説

の
劇
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
本
大
会
は
、
沖
縄
に
存
在
す
る
様
々
な
地
域
の
「
し
ま
く
と
ぅ

ば
」
へ
の
興
味
関
心
を
深
め
、
そ
の
保
存
・
継
承
の
機
運
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
本
大
会
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
年
少
の
部
、
与
那
覇
彩
世
さ
ん
、
與
那
嶺
彩
音
さ

ん
、
一
般
の
部
、
芝
田
梨
乃
さ
ん
は
九
月
二
三
日
（
土
）、
金
武
町
中
央
公
民
館
に
て
行
わ

れ
る
北
部
地
区
大
会
へ
伊
平
屋
村
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。 

教
育
委
員
会 た

よ
り 

文責 

伊平屋村 

教育委員会 

屋比久健太郎 

第 5 号 

第
五
回 

伊
平
屋
村
し
ま
く
と
ぅ
ば
大
会 

種別 氏名

末吉萩華　

新垣笑心

武井楓華

与那覇彩世

與那嶺彩音

安里珠奈

我部希和

与那覇靖枝

前里澄子

赤嶺栞

芝田梨乃 伊平屋は広い

一般の部

演題

とんぼの運動会

シーサー太郎

貧乏神と福の神

大きなかぶ

しまくとぅば大会参加者一覧

年少の部

わんにんあいねーましやっさー

無藏水の謂われ

白銀堂の由来

沖縄女子短期大学児童教育学科2年

根路銘咲良

沖縄女子短期大学児童教育学科2年

根路銘勁士

琉球大学国際地域創造学部2年

仲川姫奈

沖縄国際大学人文学科国際コミュニケーション学科4年

上江洲清龍

名桜大学人間健康学部看護学科2年

伊礼萌夏

沖縄女子短期大学児童教育学科2年

上地希琳

今回参加した大学生講師一覧


